
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

和

牛

和

牛

和

牛

和

牛

のののの

香香香香

りりりり

漂漂漂漂

うううう

マ

ン

ハ

ッ

タ

ン

マ

ン

ハ

ッ

タ

ン

マ

ン

ハ

ッ

タ

ン

マ

ン

ハ

ッ

タ

ン

 
 

 

西

山

 

和

宏

（

１

組

）    

＆＆＆＆

古

希

古

希

古

希

古

希

をををを

越越越越

え

て

え

て

え

て

え

て

、、、、

そ

ぞ

ろ

そ

ぞ

ろ

そ

ぞ

ろ

そ

ぞ

ろ

歩歩歩歩

きききき

 

ニ

ュ

ー

ヨ

ー

ク

Ｊ

Ｆ

Ｋ

空

港

の

到

着

ロ

ビ

ー

を

出

た

の

は

正

午

過

ぎ

で

あ

っ

た

。

タ

ク

シ

ー

乗

り

場

で

、

黒

人

婦

人

警

官

か

ら

乗

車

す

る

タ

ク

シ

ー

の

ナ

ン

バ

ー

を

書

い

た

苦

情

連

絡

先

を

渡

さ

れ

た

。

 

Ｊ

Ｆ

Ｋ

か

ら

マ

ン

ハ

ッ

タ

ン

中

心

部

ま

で

の

タ

ク

シ

ー

料

金

は

、

一

律

五

十

二

ド

ル

と

定

め

ら

れ

て

お

り

、

チ

ッ

プ

込

み

で

六

十

ド

ル

渡

せ

ば

ド

ラ

イ

バ

ー

は

ニ

ッ

コ

リ

で

あ

る

。

 

 

ド

ラ

イ

バ

ー

に

「

景

気

は

ど

う

だ

？

」

と

聞

く

と

「

今

日

乗

せ

る

の

は

、

あ

ん

た

で

二

人

目

だ

。

三

時

間

も

待

っ

た

よ

」

「

オ

バ

マ

ケ

ア

は

ど

う

だ

？

」

「

い

い

ね

、

う

れ

し

い

ね

」

な

ど

と

会

話

を

し

な

が

ら

、

空

港

を

離

れ

て

ま

も

な

く

前

方

に

早

く

も

渋

滞

が

見

え

た

。

 

 

ド

ラ

イ

バ

ー

は

「

ま

か

し

て

お

け

」

と

幹

線

道

路

を

離

れ

て

脇

道

に

入

っ

た

。

イ

ー

ス

ト

リ

バ

ー

に

架

る

マ

ン

ハ

ッ

タ

ン

へ

の

七

本

の

橋

は

、

今

日

は

ど

こ

へ

回

っ

て

も

渋

滞

だ

ろ

う

と

言

い

な

が

ら

、

と

き

ど

き

渋

滞

を

脇

目

に

、

短

い

距

離

で

も

ス

イ

ス

イ

走

る

と

き

に

は

「

ど

う

だ

、

や

っ

た

ろ

う

ー

！

」

と

歓

声

を

あ

げ

る

こ

と

も

あ

っ

た

た

が

、

タ

イ

ム

ズ

ス

ク

エ

ア

の

マ

リ

オ

ッ

ト

・

マ

ー

キ

ー

ス

へ

た

ど

り

つ

く

の

に

二

時

間

近

く

も

か

か

っ

た

。

 

 

そ

の

日

は

、

二

〇

一

三

年

十

月

二

十

六

日

、

ハ

ロ

ー

ウ

ィ

ン

前

の

土

曜

日

。

家

族

で

の

パ

ー

テ

ィ

が

多

く

、

ホ

テ

ル

の

宿

泊

代

は

シ

ニ

ア

割

引

で

も

五

百

九

ド

ル

、

翌

二

十

七

日

は

二

百

八

十

ド

ル

と

割

高

で

あ

っ

た

。

 

  

は

じ

め

て

マ

ン

ハ

ッ

タ

ン

を

訪

れ

た

の

は

、

一

九

七

三

年

七

月

、

今

日

で

は

ス

ー

パ

ー

マ

ー

ケ

ッ

ト

や

コ

ン

ビ

ニ

な

ど

で

普

通

に

見

ら

れ

る

バ

ー

コ

ー

ド

と

、

Ｐ

Ｏ

Ｓ

シ

ス

テ

ム

に

関

す

る

調

査

と

テ

ス

ト

マ

シ

ン

購

入

の

た

め

で

あ

っ

た

。

そ

の

折

、

市

内

観

光

バ

ス

に

乗

り

、

自

由

の

女

神

の

ク

ラ

ウ

ン

に

登

る

な

ど

楽

し

ん

だ

。

 

今

日

で

は

、

マ

ン

ハ

ッ

タ

ン

南

端

に

あ

る

バ

ッ

テ

リ

ー

公

園

の

フ

ェ

リ

ー

乗

り

場

か

ら

ス

タ

ッ

テ

ン

島

行

き

の

フ

ェ

リ

ー

（

無

料

）

で

往

復

す

る

と

、

自

由

の

女

神

を

間

近

で

見

る

こ

と

が

で

き

る

。

 

会

社

を

退

社

独

立

後

、

ス

ー

パ

ー

マ

ー

ケ

ッ

ト

や

食

品

工

場

を

中

心

に

、

流

通

業

界

研

修

ツ

ア

ー

の

コ

ー

デ

ィ

ネ

ー

タ

と

し

て

、

米

国

四

十

州

以

上

を

訪

問

し

た

。

 

マ

ン

ハ

ッ

タ

ン

は

、

研

修

ツ

ア

ー

で

十

数

回

、

プ

ラ

イ

ベ

ー

ト

で

も

数

回

は

訪

れ

た

最

も

好

き

な

街

で

あ

る

。

観

光

と

買

い

物

に

も

便

利

で

、

ミ

ュ

ー

ジ

カ

ル

も

楽

し

め

る

。

ミ

ュ

ー

ジ

カ

ル

観

客

で

、

英

語

の

セ

リ

フ

が

分

か

る

の

は

三

分

の

一

以

下

と

い

わ

れ

て

い

る

。

英

語

が

分

か

ら

な

く

て

も

楽

し

め

る

ラ

イ

オ

ン

キ

ン

グ

の

よ

う

な

ミ

ュ

ー

ジ

カ

ル

が

ロ

ン

グ

ラ

ン

に

な

っ

て

い

る

。

 

 

今

回

の

マ

ン

ハ

ッ

タ

ン

訪

問

、

「

和

牛

普

及

セ

ミ

ナ

ー

」

は

、

ア

ベ

ノ

ミ

ク

ス

の

成

長

戦

略

、

農

産

物

輸

出

拡

大

の

一

環

と

し

て

、

日

本

貿

易

振

興

機

構

（

ジ

ェ

ト

ロ

）

と

公

益

社

団

法

人

中

央

畜

産

会

の

共

催

で

行

わ

れ

た

「

日

本

酒

・

国

産

牛

肉

普

及

セ

ミ

ナ

ー

お

よ

び

ネ

ッ

ト

ワ

ー

ク

キ

ン

グ

」

、

特

に

国

産

牛

肉

（

和

牛

）

普

及

セ

ミ

ナ

ー

（

以

下

和

牛

普

及

セ

ミ

ナ

ー

）

の

コ

ー

デ

ィ

ネ

ー

タ

で

あ

っ

た

。

 

な

ぜ

、

ミ

ー

ト

（

牛

肉

）

の

コ

ー

デ

ィ

ネ

ー

タ

を

務

め

る

こ

と

に

な

っ

た

か

。

 

 

大

学

卒

業

後

に

入

社

し

た

会

社

で

、

ド

イ

ツ

製

の

料

金

計

算

ハ

カ

リ

の

セ

ー

ル

ス

を

担

当

し

た

。

当

時

、

デ

パ

ー

ト

で

使

用

さ

れ

て

い

る

ハ

カ

リ

の

年

間

総

予

算

は

、

日

本

橋

三

越

が

最

も

多

く

て

二

十

万

円

、

新

宿

伊

勢

丹

な

ど

他

の

デ

パ

ー

ト

で

は

十

万

円

で

し

か

な

か

っ

た

。

 

私

が

セ

ー

ル

ス

す

る

の

は

最

も

安

い

も

の

で

一

台

約

三

十

万

円

。

今

日

、

ど

こ

で

も

見

ら

れ

る

デ

ジ

タ

ル

・

ハ

カ

リ

は

百

五

十

万

円

、

肉

や

魚

の

パ

ッ

ケ

ー

ジ

に

品

名

と

値

段

を

貼

る

ラ

ベ

ル

発

行

す

る

ラ

ベ

ル

リ

ン

グ

マ

シ

ン

は

約

四

百

万

円

、

そ

の

ラ

ベ

ル

を

自

動

貼

り

付

け

す

る

マ

シ

ン

は

約

七

百

万

円

で

あ

っ

た

。

 

 

同

じ

ド

イ

ツ

製

で

も

、

カ

ー

ル

ツ

ア

イ

ス

製

の

会

計

機

を

担

当

と

い

う

こ

と

で

入

社

し

た

が

、

入

社

後

ま

も

な

く

、

そ

の

部

門

は

な

く

な

っ

た

。

退

社

し

よ

う

か

と

も

思

っ

た

が

、

と

り

あ

え

ず

石

の

上

に

も

三

年

で

、

与

え

ら

れ

た

こ

と

を

精

一

杯

や

る

こ

と

に

し

た

。

 

一

九

六

〇

年

代

に

入

る

と

、

日

本

に

も

ス

ー

パ

ー

マ

ー

ケ

ッ

ト

が

現

れ

始

め

た

。

ス

ー

ッ

と

出

て

、

パ

ー

ッ

と

消

え

る

か

ら

ス

ー

パ

ー

だ

と

揶

揄

さ

れ

る

こ

と

も

あ

っ

た

。

 

当

時

、

流

通

革

命

や

問

屋

無

用

論

な

ど

が

盛

ん

に

論

議

さ

れ

お

り

、

そ

れ

ら

に

つ

い

て

は

、

学

生

時

代

に

充

分

に

学

ん

で

い

た

。

 

 

続

々

と

新

規

開

店

す

る

ス

ー

パ

ー

マ

ー

ケ

ッ

ト

の

経

営

者

に

会

っ

て

、

売

り

場

や

商

品

に

つ

い

て

ア

ド

バ

イ

ス

を

す

る

と

喜

ん

で

聞

い

て

も

ら

え

、

次

回

の

訪

問

を

期

待

さ

れ

る

よ

う

に

な

っ

た

。

当

時

、

卵

は

グ

ラ

ム

の

量

り

売

り

で

あ

っ

た

の

で

、

そ

の

値

付

け

作

業

に

三

十

万

円

の

ハ

カ

リ

を

購

入

し

て

も

ら

え

た

。

 

東

京

オ

リ

ン

ピ

ッ

ク

が

開

催

さ

れ

た

後

も

し

ば

ら

く

、

ス

ー

パ

ー

マ

ー

ケ

ッ

ト

の

精

肉

・

鮮

魚

部

門

は

、

社

外

の

専

門

業

者

へ

の

委

託

で

あ

っ

た

。

直

営

に

す

る

た

め

に

ス

カ

ウ

ト

し

た

部

門

チ

ー

フ

の

給

料

は

店

長

よ

り

も

高

く

、

中

に

は

ス

テ

テ

コ

で

タ

バ

コ

を

く

わ

え

な

が

ら

仕

事

を

す

る

者

も

い

た

。

 

 

こ

の

よ

う

な

状

況

の

改

善

策

と

し

て

パ

ッ

ケ

ー

ジ

販

売

を

提

案

し

た

。

米

国

で

も

パ

ッ

ケ

ー

ジ

販

売

は

、

ま

だ

一

般

的

で

は

な

か

っ

た

が

、

米

国

の

流

通

誌

に

は

、

導

入

や

運

営

に

つ

い

て

の

解

説

記

事

が

掲

載

さ

れ

、

米

国

農

務

省

は

マ

ニ

ュ

ア

ル

ブ

ッ

ク

を

出

版

し

て

い

た

の

で

、

そ

れ

を

取

り

寄

せ

た

。

 

専

門

用

語

は

英

和

辞

典

に

は

載

っ

て

お

ら

ず

、

自

分

用

の

辞

書

を

作

成

し

た

。

こ

れ

を

継

続

し

て

四

十

数

年

後

、

「

米

国

流

通

用

語

事

典

」

の

出

版

に

な

っ

た

。

こ

れ

に

は

英

語

二

千

五

百 

 



 

 

九

十

一

語

（

見

出

し

千

五

百

五

十

五

語

）

、

和

語

二

千

 

六

百

五

十

三

語

が

収

録

さ

れ

、

単

独

著

者

で

は

、

日

 

米

初

と

し

て

「

米

国

議

会

図

書

館

」

に

収

蔵

さ

れ

た

。

 

今

も

ネ

ッ

ト

で

米

国

流

通

業

界

の

ニ

ュ

ー

ス

を

検

 

索

し

て

、

新

し

い

用

語

の

収

集

を

継

続

し

て

い

る

。

 

 

肉

の

色

が

鮮

紅

色

か

ら

暗

褐

色

に

変

化

す

る

メ

カ

 

ニ

ズ

ム

、

牛

肉

は

熟

成

で

ウ

マ

ミ

が

増

す

が

、

な

ぜ

 

豚

肉

や

鶏

肉

に

は

そ

れ

が

な

い

の

か

、

パ

ッ

ケ

ー

ジ

に

よ

っ

て

ミ

ー

ト

の

鮮

度

保

持

が

で

き

る

こ

と

な

ど

を

説

明

す

る

と

、

経

営

者

も

精

肉

の

職

人

も

興

味

深

く

聞

い

て

く

れ

た

。

 

ま

た

、

パ

ッ

ケ

ー

ジ

に

よ

る

作

業

効

率

の

向

上

な

ど

の

メ

メ

リ

ッ

ト

を

説

い

て

、

四

百

万

円

の

ラ

ベ

リ

ン

グ

マ

シ

ン

を

購

入

し

て

も

ら

っ

た

。

 

ダ

イ

エ

ー

、

西

友

、

イ

ー

ト

ヨ

ー

カ

ド

ー

な

ど

、

当

時

、

売

上

上

位

十

社

を

担

当

し

、

店

舗

が

オ

ー

プ

ン

す

れ

ば

納

入

と

い

う

状

態

に

な

り

、

そ

れ

ら

の

社

内

研

修

会

や

業

界

協

会

の

セ

ミ

ナ

ー

で

の

講

師

、

業

界

紙

へ

の

執

筆

、

Ｎ

Ｈ

Ｋ

の

番

組

制

作

を

手

伝

う

こ

と

も

あ

っ

た

。

 

 

ミ

ー

ト

部

門

の

チ

ー

フ

の

腕

の

善

し

悪

し

は

、

挽

肉

の

挽

き

目

に

現

わ

れ

る

。

挽

き

目

が

美

し

い

ほ

ど

腕

が

よ

い

。

挽

肉

作

り

は

高

度

の

技

術

を

要

し

、

腕

が

よ

い

チ

ー

フ

な

ら

パ

ー

ト

に

ま

か

せ

ず

自

分

で

挽

く

も

の

で

あ

る

。

 

ま

た

、

そ

の

よ

う

な

チ

ー

フ

は

、

作

業

中

に

ま

な

板

に

載

せ

て

お

く

ミ

ー

ト

の

量

が

少

な

い

。

短

時

間

に

処

理

で

き

る

量

だ

け

冷

蔵

庫

か

ら

出

す

こ

と

に

よ

っ

て

、

温

度

が

高

い

場

所

に

置

く

時

間

を

短

縮

し

て

ロ

ス

を

削

減

す

る

。

 

日

本

で

も

農

林

水

産

省

が

ミ

ー

ト

・

パ

ッ

ケ

ー

ジ

・

セ

ン

タ

ー

の

開

設

を

助

成

す

る

よ

う

に

な

り

、

そ

の

た

め

の

資

料

作

成

、

助

成

先

へ

の

説

明

を

手

伝

っ

た

。

 

こ

の

よ

う

な

活

動

を

通

し

て

、

ミ

ー

ト

業

界

と

深

く

関

わ

っ

た

こ

と

と

、

米

国

の

流

通

業

界

に

詳

し

い

と

い

う

こ

と

か

ら

、

今

回

、

日

本

の

和

牛

を

初

め

て

、

米

国

に

紹

介

す

る

イ

ベ

ン

ト

の

コ

ー

デ

ィ

ネ

ー

タ

を

務

め

る

こ

と

に

な

っ

た

。

 

役

割

は

「

和

牛

普

及

セ

ミ

ナ

ー

」

を

支

障

な

く

成

功

さ

せ

る

た

め

に

全

般

的

な

調

整

、

英

文

パ

ン

フ

レ

ッ

ト

の

監

修

、

講

師

の

原

稿

チ

ェ

ッ

ク

、

通

訳

に

業

界

用

語

の

説

明

、

そ

し

て

、

現

地

ス

ー

パ

ー

マ

ー

ケ

ッ

ト

の

案

内

と

解

説

で

あ

っ

 

た

。

 

マ

ン

ハ

ッ

タ

ン

到

着

の

翌

三

十

日

は

日

曜

日

、

土

曜

・

日

曜

に

マ

ン

ハ

ッ

タ

ン

を

歩

い

て

い

る

の

は

ほ

と

ん

ど

観

光

 

客

で

あ

る

。

気

温

は

約

十

度

と

少

し

寒

か

っ

た

が

、

天

気

は

よ

か

っ

た

の

で

、

散

策

を

か

ね

て

、

一

行

約

二

十

名

を

ス

ー

パ

ー

マ

ー

ケ

ッ

ト

視

察

へ

案

内

し

た

。

 

  

タ

イ

ム

ズ

ス

ク

エ

ア

の

マ

リ

オ

ッ

ト

・

マ

ー

キ

ー

ス

か

ら

バ

ス

で

、

セ

ン

ト

ラ

ル

パ

ー

ク

の

左

下

角

に

位

置

す

る

コ

ロ

ン

バ

ス

・

サ

ー

ク

ル

を

抜

け

、

ジ

ョ

ン

・

レ

ノ

ン

が

凶

弾

に

倒

れ

た

ダ

コ

タ

ハ

ウ

ス

の

七

十

二

丁

目

を

左

折

、

ブ

ロ

ー

ド

ウ

エ

イ

を

八

十

丁

目

ま

で

行

く

と

、

最

初

の

目

的

地

「

ゼ

ー

バ

ー

ス

 
:
 
Z

a
b
a
r

’

s

」

が

あ

る

。 

「

ゼ

ー

バ

ー

ス

」

は

、

パ

リ

の

「

フ

ォ

シ

ョ

ン

」

と

と

も

 

に

、

米

欧

の

グ

ル

メ

を

代

表

す

る

ス

ト

ア

で

あ

る

。

店

内

に

 

入

る

と

、

ま

ず

数

百

種

類

の

チ

ー

ズ

、

奥

に

は

い

つ

も

買

物

 

客

が

注

文

の

順

番

を

待

っ

て

い

る

デ

リ

・

カ

ウ

ン

タ

ー

、

二

 

階

に

は

お

土

産

に

も

適

し

た

珍

し

い

キ

ッ

チ

ン

用

品

が

あ

る

。

 

「

ゼ

ー

バ

ー

ス

」

を

有

名

に

し

て

い

る

ス

モ

ー

ク

サ

ー

モ

 

ン

の

ス

ラ

イ

ス

を

食

べ

な

が

ら

、

コ

ロ

ン

バ

ス

・

サ

ー

ク

ル

 

へ

向

け

て

、

フ

ェ

ア

ウ

エ

イ

、

シ

タ

レ

ラ

、

タ

ー

ゲ

ッ

ト

な

 

ど

の

ス

ー

パ

ー

マ

ー

ケ

ッ

ト

を

覗

き

な

が

ら

ブ

ロ

ー

ド

ウ

エ

 

イ

へ

徒

歩

で

下

る

と

、

や

が

て

オ

ー

ガ

ニ

ッ

ク

・

ス

ー

パ

ー

 

マ

ー

ケ

ッ

ト

と

し

て

最

大

手

の

ホ

ー

ル

フ

ー

ズ

・

マ

ー

ケ

ッ

 

ト

の

前

に

た

ど

り

着

く

。

 

ホ

ー

ル

フ

ー

ズ

で

、

ド

ラ

イ

・

エ

イ

ジ

ン

グ

・

ビ

ー

フ

の

販

売

を

見

て

、

流

石

に

ス

テ

ー

キ

の

本

場

だ

と

一

行

は

感

心

し

た

。

こ

こ

の

ス

シ

・

カ

ウ

ン

タ

ー

で

、

ラ

ン

チ

に

ス

シ

弁

当

を

注

文

す

る

と

、

日

本

語

が

流

暢

な

バ

ン

グ

ラ

デ

ィ

シ

ュ

人

の

職

人

が

野

菜

サ

ラ

ダ

、

餃

子

も

入

っ

た

ニ

ギ

リ

ス

シ

の

弁

当

箱

を

出

し

て

く

れ

た

。

 

 

そ

こ

を

出

て

、

セ

ン

ト

ラ

ル

パ

ー

ク

の

端

を

通

り

抜

け

る

と

五

番

街

だ

が

、

そ

の

辺

り

に

は

観

光

客

目

当

て

の

馬

車

が

、

年

々

増

え

て

い

る

。

テ

ィ

フ

ァ

ニ

ー

を

覗

い

て

、

近

く

の

ロ

ッ

ク

フ

ェ

ラ

ー

セ

ン

タ

ー

へ

行

く

と

、

ス

ケ

ー

ト

リ

ン

ク

が

オ

ー

プ

ン

し

て

い

た

。

 

 

こ

れ

ま

で

歩

い

た

コ

ー

ス

で

は

、

ニ

ュ

ー

ヨ

ー

ク

の

人

た

ち

が

日

常

的

な

食

品

の

買

い

物

を

ど

の

よ

う

に

し

て

い

る

か

垣

間

見

る

こ

と

が

で

き

る

。

 

  

二

十

八

日

（

月

曜

日

）

、

「

和

牛

普

及

セ

ミ

ナ

ー

」

が

、

マ

ン

ハ

ッ

タ

ン

の

中

ほ

ど

に

位

置

す

る

イ

ベ

ン

ト

会

場

「

４

０

４

」

で

行

わ

れ

た

。

入

場

者

は

、

レ

ス

ト

ラ

ン

や

ス

ー

パ

ー

マ

ー

ケ

ッ

ト

の

経

営

者

、

マ

ス

コ

ミ

関

係

者

な

ど

約

四

百

名

。

 

日

本

か

ら

運

び

込

ま

れ

た

最

上

級

「

和

牛

 
:
 

Ｋ

５

」

約

三

十

㎏

が

試

食

に

供

さ

れ

た

。

日

本

産

の

本

物

の

和

牛

は

、

米

国

の

グ

ル

メ

な

ら

一

度

は

食

べ

て

み

た

い

「

ま

ぼ

ろ

し

の

ご

馳

走

」

で

あ

る

。

 

バ

ラ

ク

・

オ

バ

マ

大

統

領

夫

妻

は

、

米

国

産

で

あ

っ

て

も

「

和

牛

」

が

大

の

好

物

。

米

国

産

「

和

牛

」

で

も

一

人

前

百

ド

ル

を

超

え

る

。

ホ

ワ

イ

ト

ハ

ウ

ス

で

、

ラ

ン

チ

ョ

ン

や

デ

ィ

ナ

ー

に

「

和

牛

」

が

供

さ

れ

る

と

、

贅

沢

だ

と

書

き

立

て

ら

れ

る

の

で

、

そ

れ

が

極

め

て

高

価

な

こ

 



 

 

と

は

だ

れ

で

も

知

っ

て

い

る

。

 

神

戸

ビ

ー

フ

が

米

国

へ

初

め

て

輸

出

さ

れ

た

の

は

、

二

〇

一

二

年

十

一

月

二

十

九

日

、

ク

リ

ス

マ

ス

商

戦

の

目

玉

と

し

て

、

ロ

サ

ン

ゼ

ル

ス

の

高

級

レ

ス

ト

ラ

ン

向

け

に

ロ

ー

ス

と

ヒ

レ

の

合

計

百

七

十

三

．

五

㎏

。

こ

れ

は

、

八

オ

ン

ス

の

ス

テ

ー

キ

で

約

七

百

七

十

人

分

。

神

戸

ビ

ー

フ

を

提

供

と

称

し

て

い

る

ス

テ

ー

キ

ハ

ウ

ス

は

、

ロ

サ

ン

ゼ

ル

ス

に

百

四

十

七

軒

、

ニ

ュ

ー

ヨ

ー

ク

に

は

二

百

九

十

二

軒

、

ラ

ス

ベ

ガ

ス

に

は

百

五

十

六

軒

あ

る

。

 

 

日

本

政

府

は

、

二

〇

一

二

年

の

牛

肉

輸

出

金

額

五

十

一

億

円

を

二

〇

二

〇

年

に

は

二

百

五

十

億

円

に

拡

大

を

目

標

に

し

て

い

る

。

 

 

鹿

児

島

県

の

黒

毛

和

牛

飼

養

頭

数

は

、

約

三

十

三

万

四

千

頭

（

構

成

比

十

八

．

五

％

、

二

〇

一

三

年

二

月

現

在

）

で

全

国

一

位

、

宮

崎

は

約

二

十

万

四

千

二

百

頭

で

二

位

。

海

外

で

は

、

二

位

の

M
I
Y

A
Z

A
K

I

ブ

ラ

ン

ド

は

見

ら

れ

る

が

、K
A

G
O

S
H

I
M

A

ま

た

は

S
A

T
S

U
M

A

ブ

ラ

ン

ド

は

見

ら

れ

な

い

。

こ

れ

は

何

と

か

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

と

思

っ

て

い

る

。

 

 

《《《《

気気気気

がががが

向向向向

く

ま

ま

に

く

ま

ま

に

く

ま

ま

に

く

ま

ま

に

、、、、

気

楽

気

楽

気

楽

気

楽

に

そ

ぞ

ろ

に

そ

ぞ

ろ

に

そ

ぞ

ろ

に

そ

ぞ

ろ

歩歩歩歩

きききき

》》》》    

さ

て

、

話

題

を

一

転

。

孔

子

の

「

七

十

に

し

て

心

の

欲

す

る

所

に

従

っ

て

矩

（

の

り

）

を

踰

（

こ

）

え

ず

」

と

い

う

教

え

を

さ

ほ

ど

意

識

し

た

わ

け

で

も

な

い

が

、

な

ん

と

な

く

そ

の

よ

う

に

思

え

る

よ

う

に

な

っ

て

き

た

。

ま

た

、

年

齢

を

重

ね

れ

ば

そ

れ

な

り

に

、

新

し

い

こ

と

へ

の

興

味

も

わ

い

て

く

る

も

の

で

あ

る

。

 

と

い

う

よ

う

な

こ

と

か

ら

、

巣

鴨

駅

近

く

で

同

期

会

が

行

わ

れ

た

と

き

、

始

ま

る

前

に

近

く

の

染

井

霊

園

を

数

名

で

歩

い

た

。

 

そ

こ

ら

に

は

、

高

村

光

雲

・

光

太

郎

・

智

恵

子

、

岡

倉

天

心

、

二

葉

亭

四

迷

、

安

岡

正

篤

、

若

槻

禮

次

郎

、

樺

山

資

記

（

薩

摩

藩

出

身

、

伯

爵

、

白

洲

正

子

の

祖

父

）

、

千

葉

周

作

、

芥

川

龍

之

介

、

遠

山

金

四

郎

、

森

山

多

吉

郎

（

ペ

リ

ー

来

航

の

際

の

通

訳

）

、

司

馬

江

漢

、

陸

羯

南

（

く

が

 

か

つ

な

ん

；

正

岡

子

規

の

支

援

者

）

、

水

原

秋

桜

子

な

 

ど

の

墓

石

が

あ

っ

た

。

 

  

平

成

二

十

四

年

九

月

、

生

麦

事

件

か

ら

百

五

十

年

の

節

目

の

 

年

、

「

生

麦

事

件

と

横

浜

の

村

々

；

横

浜

市

歴

史

博

物

館

主

催

」

 

の

講

演

会

に

数

名

で

出

席

。

こ

れ

に

先

立

っ

て

か

ね

て

懸

案

の

 

生

麦

事

件

史

跡

地

お

よ

び

「

生

麦

事

件

参

考

館

」

を

訪

問

し

た

。

 

横

浜

外

国

人

墓

地

に

あ

る

生

麦

事

件

で

殺

傷

さ

れ

た

「

チ

ャ

 

ー

ル

ズ

・

Ｌ

・

リ

チ

ャ

ー

ド

ソ

ン

」

の

墓

標

に

は

「

S
a
c
r
e
d

 

t
o
 
t
h

e
 
m

e
m

o
r
y
 
o
f
 
C

.
L
.
 
R

i
c
h

a
r
d

s
o
n

 
L
a
t
e
 
o
f
 
S

h
a
n

g
 

-
h

a
i
 
A

g
e
d
 
2

8
 
y
e
a
r
s
 
w

h
o
 
w

a
s
 
c
r
u

e
l
l
y
 
a
s
s
a
s
s
i
n

a
t
e
 

-
d
 
b
y
 
J
a
p
a
n

e
s
e
 
o
n

 
t
h

e
 
T

o
k
a
i
d
o
 
n

e
a
r
 
K

a
n

a
g
a
w

a
 

 
S

e
p
t
e
m

b
e
r
 
1

4
 
1

8
6

2

」

と

あ

る

。 

そ

の

下

線

部

分

は

「

・

・

・

日

本

人

に

よ

っ

て

残

酷

に

暗

殺

さ

れ

た

」

で

あ

る

。

（

政

治

家

や

指

導

者

の

）

殺

害

を

意

味

す

る

「

a
s
s
a
s
s
i
n

a
t
e

」

と

い

う

表

現

は

、

後

世

に

間

違

っ

た

事

実

を

残

す

こ

と

に

な

る

。

 

 

今

年

一

月

十

七

日

、

東

京

・

大

手

町

の

日

経

ホ

ー

ル

に

て

、

「

明

治

維

新

T
h

e
 
1

5
0

t
h

 

ア

ニ

バ

ー

サ

リ

ー

 
:
 

薩

摩

か

ら

新

た

な

時

代

へ

」

が

開

催

さ

れ

、

伊

藤

祐

一

郎

鹿

児

島

県

知

事

、

黒

岩

祐

治

神

奈

川

県

知

事

、

原

口

泉

志

学

館

大

学

教

授

、

島

津

忠

裕

島

津

家

三

十

三

代

・

島

津

興

業

副

社

長

な

ど

が

出

席

し

、

話

を

さ

れ

る

。

 

こ

れ

ら

の

方

々

に

、

「

・

・

・

残

酷

に

暗

殺

」

に

つ

い

て

、

こ

れ

が

ど

の

よ

う

に

間

違

っ

て

い

る

か

資

料

を

添

え

て

写

真

を

送

り

ま

し

た

。

 

  

平

成

二

十

五

年

六

月

、

こ

れ

も

ま

た

延

び

延

び

に

な

っ

て

い

た

「

東

京

ゲ

ー

テ

記

念

館

」

を

訪

問

。

記

念

館

創

設

者

、

粉

川

忠

（

こ

が

わ

た

だ

し

「

夜

の

旅

人

 
:
 

阿

刀

田

高

著

」

の

モ

デ

ル

）

の

娘

さ

ん

、

粉

川

美

那

子

さ

ん

の

特

別

な

計

ら

い

で

、

ゲ

ー

テ

関

連

の

膨

大

な

図

書

と

資

料

が

収

納

さ

れ

て

い

る

書

庫

に

入

ら

せ

て

い

た

だ

い

た

。

 

そ

の

脚

で

「

フ

ァ

ウ

ス

ト

」

の

最

初

完

訳

者

、

森

鴎

外

の

記

念

館

を

訪

問

し

た

。

そ

の

後

、

谷

中

銀

座

、

夕

焼

け

だ

ん

だ

ん

な

ど

を

散

策

し

、

シ

ャ

レ

ー

・

ス

イ

ス

で

チ

ー

ズ

フ

ォ

ン

デ

ュ

を

賞

味

し

た

。

 

 

フ

ァ

ウ

ス

ト

（

高

橋

義

孝

訳

）

の

口

上

の

中

に

 

不

運

に

も

面

白

い

目

を

見

ず

に

死

ん

で

し

ま

っ

た

 

親

し

い

人

た

ち

の

名

を

呼

ん

で

悼

む

の

だ

。

 

 

と

あ

る

。

わ

れ

わ

れ

は

幸

運

に

も

、

面

白

い

目

を

見

な

が

ら

、

生

き

て

い

る

。

 

 

平

成

二

十

四

年

一

月

、

日

本

ボ

ラ

ン

タ

リ

ー

チ

ェ

ー

ン

協

会

の

新

年

賀

詞

交

歓

会

で

、

甘

利

明

内

閣

府

特

命

担

当

大

臣

の

挨

拶

に

続

い

て

、

な

ん

と

加

治

屋

義

人

先

輩

が

農

林

水

産

副

大

臣

と

し

て

挨

拶

に

登

壇

さ

れ

た

。

 

「

私

も

玉

龍

で

す

」

と

声

を

か

け

る

と

、

非

常

に

喜

ん

で

く

だ

さ

り

「

お

茶

で

も

飲

み

に

、

是

非

い

ら

っ

し

ゃ

い

」

と

あ

り

が

た

い

お

言

葉

。

早

速

、

有

志

に

声

を

か

け

、

折

角

で

す

か

ら

と

議

事

堂

内

の

見

学

を

お

願

い

し

た

。

 

 

秘

書

の

池

田

邦

茂

（

玉

龍

で

元

生

徒

会

長

）

さ

ん

の

案

内

で

議

事

堂

内

に

入

る

と

、

幸

運

に

も

参

議

院

本

会

議

を

傍

聴

し

、

安

倍

晋

三

総

理

大

臣

、

麻

生

太

郎

財

務

大

臣

な

ど

の

演

説

を

聞

く

こ

と

が

で

き

た

。

お

昼

に

議

員

食

堂

で

昼

食

を

ご

馳

走

に

な

っ

て

い

る

と

こ

ろ

へ

尾

辻

秀

久

さ

ん

が

ご

挨

拶

に

来

ら

れ

た

。

 

農

林

水

産

副

大

臣

室

に

場

所

を

移

し

、

加

治

屋

さ

ん

を

囲

み

、

野

球

部

員

の

藤

田

晃

洋

君

、

人

並

み

以

上

に

応

援

に

熱

中

し

た

稲

森

悦

郎

君

な

ど

、

当

時

の

試

合

の

ス

コ

ア

を

見

な

が

ら

思



 

 

 

い

出

話

を

ひ

と

し

き

り

。

副

大

臣

の

椅

子

に

座

ら

せ

て

い

た

だ

い

て

記

念

撮

影

を

し

た

。

 

 

甲

子

園

出

場

で

も

野

球

部

員

が

少

な

か

っ

た

の

 

は

、

レ

ギ

ュ

ー

ラ

に

な

れ

な

い

と

退

部

し

て

勉

強

に

集

中

し

た

か

ら

だ

そ

う

で

す

。

 

生

憎

の

雪

の

日

で

は

あ

っ

た

が

、

場

所

を

有

楽

町

の

ニ

ュ

ー

ト

ー

キ

ョ

ウ

に

移

し

て

、

ワ

イ

ン

と

ソ

ー

セ

ー

ジ

な

ど

で

、

延

々

六

時

間

あ

ま

り

話

は

尽

き

な

か

っ

た

。

 

 

 

最

後

で

は

あ

る

が

、

最

も

重

要

な

こ

と

と

し

て

、

八

期

通

信

は

今

回

で

最

終

に

な

り

そ

う

と

の

こ

と

 

で

あ

る

が

、

是

非

と

も

継

続

を

お

願

い

し

た

い

。

 

紙

媒

体

で

の

八

期

通

信

は

休

刊

で

も

、

Ｐ

Ｄ

Ｆ

形

式

な

ど

で

の

送

信

や

ネ

ッ

ト

上

で

の

掲

載

を

お

願

い

し

た

い

。

こ

の

手

間

の

か

か

る

厄

介

な

役

割

を

是

非

と

も

、

大

石

慶

二

君

に

お

引

き

受

け

い

た

だ

き

た

い

。

 

 

自

分

で

パ

ソ

コ

ン

を

操

作

し

な

い

方

は

、

子

供

や

孫

た

ち

に

協

力

を

お

願

い

す

る

こ

と

で

、

ジ

ジ

バ

バ

の

交

遊

の

広

さ

を

認

識

さ

せ

る

副

産

物

を

得

ら

れ

る

。

 

そ

の

た

め

に

、

で

き

れ

ば

年

に

二

回

、

正

月

と

お

盆

の

家

族

が

集

ま

り

そ

う

な

時

期

に

見

ら

れ

る

よ

う

に

お

願

い

し

た

い

。

 

 

玉

龍

で

も

ま

れ

な

特

筆

に

値

す

る

「

八

期

通

信

」

の

継

続

を

お

願

い

し

ま

す

。

 

 

 


